
公
務
研
究
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て

の
仕
事
の
や
り
が
い
や
各
府
省
の
業
務
概
要
、
直

面
す
る
政
策
課
題
（
現
在
の
取
組
、
今
後
の
展
望

等
）
の
説
明
、
職
場
の
紹
介
等
を
通
じ
て
、
参
加

者
の
公
務
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
公

務
を
就
職
先
の
選
択
肢
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
府
省
と
連
携
し
、
大
学
生
等
を

対
象
と
し
た
啓
発
活
動
と
し
て
、
一
〇
月
～
二
月

に
全
国
七
地
区
に
お
い
て
対
面
型
で
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
今

回
も
、
①
こ
れ
ま
で
の
広
報
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
な
か
っ
た
民
間
企
業
専
願
者
へ
の
訴
求
、
②
大

規
模
配
信
の
安
定
的
実
施
、
③
質
の
高
い
・
充
実

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
等
の
観
点
か

ら
、
大
規
模
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
豊
富
に
有
す
る
就
活
支
援
会
社
と
連
携
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
八
月
上
旬
か
ら
、
人
事
院
Ｈ
Ｐ
の
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
及
び
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
と
な
っ

目
的

実
施
状
況

民
間
企
業
等
の
採
用
活
動
早
期
化
や
若
年
層
の

キ
ャ
リ
ア
意
識
の
変
化
、
長
時
間
労
働
を
始
め
と

す
る
勤
務
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

公
務
に
お
け
る
有
為
な
人
材
の
獲
得
競
争
は
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打

開
し
試
験
申
込
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、

公
務
志
望
者
の
裾
野
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

う
し
た
課
題
認
識
を
踏
ま
え
、人
事
院
で
は
、

様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
情
報
発
信
を
通
じ
、
公
務
を
志
望
す
る
人
材
の

掘
り
起
こ
し
の
た
め
の
取
組
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
大
人
数
を
集
め
て
の
対
面
型
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
初

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は
、
対
面
型
の
イ
ベ
ン

ト
に
先
駆
け
て
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
ず
全
国
の
学
生
等
に
向
け
て
公
務
へ

の
幅
広
い
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、
そ
の
後
の
対

面
型
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
を

ね
ら
っ
た
よ
り
戦
略
的
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　人事院は、大学生等を対象に公務に関する職業観を育成する啓発活動として毎年
実施している公務研究セミナーを、昨年度に引き続きオンラインで実施しました。
昨年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、対面型のイベン
トが実施できない中での開催でしたが、今年度はWEB型のメリットに着目し、対面
型のイベントに先駆けての実施となりました。

人材局企画課人材確保対策室
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WEB公務研究セミナーの実施について
た
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
の
サ
イ
ト
で
順
次
告
知
を

行
っ
た
ほ
か
、
九
月
一
〇
日
に
は
、
今
年
度
初
め

て
実
施
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
国
家
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
と
併

せ
報
道
発
表
を
行
い
、
幅
広
い
周
知
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

に
よ
る
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
い
、
一
人
で
も

多
く
の
若
年
層
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

 

実
施
日
の
一
〇
月
九
日
（
土
）
に
は
、
三
三
府

省
等
が
四
五
枠
（
各
三
〇
分
）
に
分
か
れ
て
参
加

し
、
五
ス
タ
ジ
オ
か
ら
生
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、前
回
同
様
、別
ス
タ
ジ
オ
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
定
し
、
オ
ン
エ
ア
直
前

の
府
省
の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
各
業
務
説
明
へ
の

視
聴
者
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
前
回
も
実
施

し
た
若
手
職
員
等
に
よ
る
座
談
会
や
試
験
ガ
イ
ダ

ン
ス
な
ど
に
加
え
、「
デ
ジ
タ
ル
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
、
国
家
公
務
員
と
民
間
企
業

の
仕
事
の
相
違
や
共
通
点
に
着
目
し
た
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
な
ど
の
特
別
企
画
を
開
催
し
、
参
加
者
の

心
に
響
く
こ
と
を
ね
ら
っ
て
構
成
を
工
夫
し
ま
し

た
。配

信
中
は
チ
ャ
ッ
ト
及
び
質
問
機
能
に
よ
り
、

双
方
向
の
や
り
と
り
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、

参
加
者
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
動

画
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
業
務
説
明
に
加
え
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
特
別
企
画
に

つ
い
て
も
原
則
公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今

回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
務
研
究
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
数
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
前
回
）

事
前
予
約
数　
四
、
九
八
八
（
五
、
五
一
六
）

（
予
約
な
し
で
も
当
日
参
加
可
）

総
ロ
グ
イ
ン
数　
二
七
、
二
三
七
（
三
七
、
八

九
九
）

タイムテーブル
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答
可
）

本
セ
ミ
ナ
ー
で
得
ら
れ
た
情
報
と
し
て
は
、
仕

事
の
内
容
（
政
策
等
）（
八
八
・
八
％
）、
求
め
て

い
る
人
材
（
四
〇
・
〇
％
）、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
（
三

八
・
二
％
）
の
順
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
知

り
た
い
情
報
と
し
て
は
、
求
め
て
い
る
人
材
（
四

七
・
九
％
）、
職
場
の
雰
囲
気
（
四
七
・
四
％
）、

仕
事
の
内
容
（
四
五
・
三
％
）
の
順
で
し
た
。

⑥　
本
セ
ミ
ナ
ー
の
満
足
度

満
足
（
六
二
・
八
％
）
と
概
ね
満
足
（
三
六
・

四
％
）
を
合
わ
せ
る
と
九
九
％
超
と
な
り
ま
し
た
。

⑦ 　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
形
式
に
つ
い
て
の

希
望
（
図
参
照
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
と
対
面
型
ど
ち
ら
も
希
望
（
五
七
・

八
％
）、Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
の
み
で
よ
い
（
四
〇
・
七
％
）、

対
面
型
が
よ
い
（
一
・
五
％
）
で
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

型
を
希
望
す
る
割
合
は
合
わ
せ
て
九
八
・
五
％
と

前
回
を
上
回
る
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

⑧ 　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
イ
ベ
ン
ト
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
可
）

メ
リ
ッ
ト　
移
動
に
要
す
る
費
用
・
時
間
な
ど

の
負
担
軽
減
（
九
三
・
六
％
）、
場
所
や
服
装
を

意
識
せ
ず
参
加
（
七
五
・
〇
％
）、
チ
ャ
ッ
ト
を

利
用
し
て
気
軽
に
質
問
（
六
一
・
六
％
）

デ
メ
リ
ッ
ト　
説
明
者
や
組
織
の
雰
囲
気
を
つ

か
み
づ
ら
い
（
五
八
・
五
％
）、
参
加
者
同
士
の

交
流
が
で
き
な
い
（
三
八
・
九
％
）

⑨　
意
見
・
感
想

・ 

様
々
な
省
庁
の
話
を
一
日
で
聞
く
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た

・
移
動
時
間
が
な
く
効
率
的

・
気
軽
に
参
加
で
き
た

・ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
良

か
っ
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
六
〇
七
名
か
ら
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　
居
住
地

東
京
都
（
一
四
・
〇
％
）
を
始
め
全
国
的
に
広

く
視
聴
さ
れ
ま
し
た
。

②　
学
年

大
学
三
年
生
が
七
〇
・
五
％
と
前
回
の
六
一
・

○
％
か
ら
更
に
上
昇
し
ま
し
た
が
、
大
学
一
年
生

・
二
年
生
も
一
〇
・
二
％
で
前
回
の
六
％
を
上
回

り
ま
し
た
。

③　
国
家
公
務
員
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
時
期

大
学
一
・
二
年
生
が
三
四
・
三
％
、
大
学
三
年

生
が
三
三
・
八
％
で
あ
り
、
前
回
調
査
時
と
同
様

の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

④　
国
家
公
務
員
試
験
や
各
府
省
の
業
務
内
容
等

に
関
す
る
情
報
の
入
手
先
（
複
数
回
答
可
）

人
事
院
Ｈ
Ｐ
（
五
九
・
一
％
）、各
府
省
Ｈ
Ｐ
（
四

八
・
八
％
）
と
Ｈ
Ｐ
か
ら
得
て
い
る
と
い
う
回
答
が

多
く
得
ら
れ
た
ほ
か
、大
学
等
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
（
二
九
・
八
％
）
が
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
院
が
昨
年
一
一
月
に
開
始
し
た
試
験
・

採
用
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
二
六
・
〇
％
と
若
年
層
へ

の
訴
求
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

⑤ 　
得
ら
れ
た
情
報
、
知
り
た
い
情
報
（
複
数
回

参
加
者
の
状
況
、意
見・
感
想

57.8%
WEB型と対面型

57.8%

40.7%
WEB型のみ

40.7%

1.5%対面型 1.5%

令和3年度

66.2%
WEB型と対面型

66.2%

30.4%
WEB型のみ

30.4%

3.4%対面型 3.4%

令和2年度

図 実施形式の希望
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・
チ
ャ
ッ
ト
・
質
問
機
能
が
よ
か
っ
た

・ 
同
時
間
で
重
な
っ
て
い
た
た
め
視
聴
で
き
な

い
府
省
が
あ
っ
た

・
試
験
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た

・
選
択
肢
が
広
が
っ
た
、
視
野
が
広
が
っ
た

・ 

自
分
の
考
え
方
や
行
動
を
見
つ
め
直
す
機
会
、

自
分
の
将
来
を
考
え
直
す
機
会
と
な
っ
た

・ 

参
加
者
数
が
非
常
に
多
く
周
知
効
果
が
あ
っ

た
・ 

持
ち
時
間
が
短
く
質
問
に
十
分
に
対
応
で
き

な
か
っ
た

・ 

今
回
の
よ
う
な
合
同
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

の
継
続
を
希
望

・
対
面
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
希
望

今
回
、
全
国
で
実
施
す
る
対
面
型
の
公
務
研
究

セ
ミ
ナ
ー
に
先
駆
け
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
多
く
の
方
に
国
家
公
務
員
の
仕
事
に
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
ま
し

た
が
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
「
と
て
も

興
味
深
く
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

も
っ
と
各
省
庁
の
雰
囲
気
を
知
り
た
い
の
で
、
次

各
府
省
担
当
者
か
ら
の
意
見・
感
想

終
わ
り
に

回
は
対
面
で
参
加
し
た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
、
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
特
別
企

画
に
つ
い
て
は
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ

た
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

と
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
役
割
と
効
果
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
務
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
か
ら
、
本
イ
ベ
ン
ト
が
発
信
し
た
様
々
な

情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
受
験
し
、
無
事
合
格
・

内
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
声
が
今
回
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
主
催
者
と
し
て
も
大
き
な
励
み
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
始
め
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
務
研
究
セ
ミ

ナ
ー
で
す
が
、
ど
こ
か
ら
で
も
気
軽
に
参
加
が
で

き
、
多
く
の
府
省
の
話
を
一
度
に
聞
け
る
こ
と
か

ら
、
対
面
型
に
比
べ
よ
り
多
く
の
公
務
志
望
者
の

掘
り
起
こ
し
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
を
希
望
す

る
回
答
が
前
回
を
更
に
上
回
り
高
い
割
合
と
な
る

な
ど
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
学
生
が
か
な
り

馴
染
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
他
方
、
職
場
の
雰
囲
気
を
直
に
感
じ
る
こ
と

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
で
は
難
し
く
、
約
六
割
の
参
加
者
が

対
面
型
の
開
催
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
、
各
府
省

の
質
疑
応
答
に
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
仕
様
上

難
し
い
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
対
面
型
の
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
の
上

今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。各府省業務説明スタジオ

19 人事院月報　No.869

WEB公務研究セミナーの実施について人事行政報告

人事院869_016_019_WEB公務研究セミナー_cs6.indd   19 21/12/20   13:23


	人事院869_H1_H4_cs6
	人事院869_H2_H3_cs6
	人事院869_001_002_巻頭言_cs6
	人事院869_003_015_給与実態調査_cs6
	人事院869_016_019_WEB公務研究セミナー_cs6
	人事院869_020_023_初任行政研修_cs6
	人事院869_024_026_倫理WEB_cs6
	人事院869_027_032_インタビュー_cs6
	人事院869_033_036_ジュネーブ_cs6

